
第 9 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会・学術集会を 6 月 22 日〜24

日に札幌コンベンションセンターにて開催させていただきます。奈良県立医科

大学が担当させていただくことができ、誠に光栄に存じております。

本学会のテーマは「新たなる飛躍をめざして」といたしました。学会の歴史を振り返り、これまで発

展してきたことを一度総括し、更に大きな飛躍の契機とすることができればと考えております。

特別講演として、JOSKAS を力強く牽引してこられた 4 名の先生方（発表順に安田和則先生、史野

根生先生、黒坂昌弘先生、越智光夫先生）に、熱い思いを次世代を担う先生方に伝えていただければと

考え「JOSKAS 四天王は語る。これまでに成し遂げたこと、次の世代に託すこと」というテーマでご

講演をお願いいたしました。また、奈良県ご出身でオリンピック 3連覇を達成された柔道家の野村忠宏

先生に「折れない心〜様々な怪我や困難を乗り越えて〜」と題してご講演をいただきます。そのほか招

待・教育研修講演 11 題、医療安全講習会 3 題、スポンサードセミナー 19 題、シンポ、パネルで合計

20 セッションを計画しております。学会最終日の 24 日とその翌日には同会場を使って、JOSKAS セミ

ナーを行う予定です。

一般演題（英語演題を含む）は、厳正なる審査の結果、1279 題（口演 519 題、e ポスター 760 題）が

採択されました。多くのご応募を賜り、心から御礼申し上げます。また、ポスター発表は eポスターと

させていただき、60 インチのモニターを 26 機ご用意いたしました。学会期間中いつでも閲覧可能です

が、学会アプリにてお手元のデバイスでも eポスターを閲覧できるようにいたしました。

JOSKAS カップに関しては、恒例の綱引きのほかに、今年は奈良らしく蹴鞠を追加いたしました。

鹿革の鞠は少し扱いにくいかもしれませんが、熱戦を期待いたしております。

爽やかな初夏の北海道にて、多数の皆様の御参加を心からお待ち申し上げております。

奈良県立医科大学整形外科 教授

会長 田中 康仁
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第9回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会・
学術集会ならびにJOSKASセミナー開催にあたって

第 9回日本関節鏡･膝･スポーツ整形学会(9th JOSKAS)

◎テーマ：新たなる飛躍をめざして

◎会 長：田中 康仁（奈良県立医科大学整形外科 教授）

◎会 期：2017年 6月 22日（木）∼24日（土）

◎会 場：札幌コンベンションセンター （北海道札幌市白石区東札幌 6条 1丁目 1-1）

※詳細はホームページ［http://www.c-linkage.co.jp/joskas2017/］にてご確認ください。
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近年、整形外科疾患の病態評価や各種の機能評価さらには

保存治療や手術治療の効果判定について、共通かつ一定の評

価基準と他覚的および自覚的評価の重要性が指摘されていま

す。JOSKASの機能評価委員会はこのような背景を受けて組

織され、当初は斉藤知行先生が担当理事、出家正隆先生が委

員長でスタートしました。昨年からは出家先生が担当理事、

小生が委員長を務め、委員は遠山晴一先生、池田浩先生、佐

粧孝久先生、高橋敏明先生、中村憲正先生、福井尚志先生の

総勢 8名で構成され、JOSKASや日整会の期間中に会議を

行って活動しています。現在進行中のプロジェクトは変形性

膝関節症の評価基準策定で、JOSci（Journal of Orthopa-

edic Science）に掲載された KOOS（Knee Injury and Os-

teoarthritis Outcome Score）の日本版である J-KOOSに

日本人の変形性膝関節症に特徴的な評価項目を追加してその

精度評価を行っています。このプロジェクトは紆余曲折を経

た長期の作業でしたが、ようやく最終段階に到達し本年度中

の完成を目指しています。今後も JOSKASの関連分野であ

る膝関節、関節鏡、スポーツ医学の領域における各種の評価

について検討を行い発信していく所存ですので、会員の先生

方のご指導とご協力をお願いいたします。

JOSKAS 委員会紹介

大森 豪

機能評価委員会

今年度の JOSKASフェローとして、弘前大学医学部附属病

院と羊ケ丘病院に 1週間ずつお邪魔して研修させていただき

ました。

弘前大学では膝関節外科の臨床、研究が盛んにおこなわれて

おり、今後の自分の臨床研究のアイデアを見つけることができ

ました。また、多くの業績がある石橋先生、津田先生の診療を

直接自分の目で見ることができ、手術と診療のテクニックをた

くさん勉強させていただきました。

羊ケ丘病院はその病院の規模に対する手術件数が圧倒的でし

た。昨年度の手術数は膝足で 1000件、肩で 800件と非常に

多く、その数に驚きました。大勢の患者さんが集まるシステ

ム、効率的に手術を行うことのできる病院のシステム、医師の

タイムマネージメント、病院設備、スタッフ構成など、実際に

この目で見学させていただき、私の将来のモデルケースになり

ました。

貴重な経験を与えていただきました越智光夫理事長、会員の

諸先生方、研修先の先生方、本当にありがとうございました。

2016 年度 JOSKAS フェローシップ参加報告

東北大学にて研修

このたび 2016年度の JOSKASフェローシップにご選出

いただき、東北大学医学部整形外科学教室で 1週間の研修を

させていただきました。研修では肩関節領域を中心に、手術、

外来、リサーチセンターの見学だけでなく、臨床研究や基礎研

究の手法、バイオメカニクスの基礎などについて講義をしてい

ただき、臨床、研究ともに幅広く学ぶことができました。東北

大学肩関節チームの先生方には特にお世話になり、親睦を深め

ることができました。

このような貴重な機会を与えて下さいました越智光夫

JOSKAS理事長、教育研修委員の先生方、東北大学でお世話

になった井樋栄二教授、山本宣幸先生をはじめとした諸先生方

にこの場を借りて厚く御礼申し上げます。

駿河 誠

“百聞は一見に如かず”

豊岡 青海

2016 年度 JOSKAS fellowship に選出いただき、JIN 整

形外科スポーツクリニックにて研修させていただきました。医

師を志した当初から仁賀先生のもとで研鑽したいという夢があ

り、また groin painと肉離れの診断、保存療法を学びたいと

いう思いもあったため、今回の fellowshipを志望しました。

研修では診断、治療、リハビリテーション、予防、パフォーマ

ンス発揮方法等、まさに目から鱗の連続で非常に感銘をうけま

した。さらに診療方法のみならず、患者に対する姿勢や情熱も

学び、今後の診療の礎となりました。今回得た貴重な経験を、

これまでに自分が積み上げてきた土台と融合させ、日本のス

ポーツ整形外科の更なる発展に寄与していきたいと思います。

最後にこのような大変貴重な機会を与えていただいた越智光夫

理事長、会員の諸先生方、親身にご指導賜った仁賀定雄先生、

また JIN整形外科スポーツクリニックのスタッフの皆様方に、

この場をお借りして心より感謝申し上げます。

〜JIN整形外科スポーツクリニック 研修〜

齊藤 昌愛
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JOSKASニュースレターは 2014年 11月に第 1号を発刊

し、今回第 8号を数えることになりました。このニュースレ

ターの使命は、JOSKAS活動の見える化、様々な会の告知、

報告などの迅速な情報伝達でございます。

本号では直近に迫った JOSKAS の準備状況、JOKSAS

フェローシップ報告、JOSKAS-SFA fellowshipの募集を掲

載させていただきました。また委員会報告として機能評価委員

会の実情を報告させていただきました。引き続き今後の

JOSKASの方向性を示しながら、様々な改善内容を情報発信

していきたいと存じます。特にフェロー

シップにつきましては、重点事業となって

おりますので、皆様奮ってご応募いただけ

ますと幸いでございます。

また、去年から関節鏡技術認定制度がス

タートしましたが、今後 eNOTE 登録症

例であることが必須となります。次号では

eNOTEの具体的な登録方法をわかりやすく解説していただく

予定としております。どうぞご期待ください。

編集後記 ニュースレター委員会 橋本 祐介 大阪市立大学

2015 年より国際親善と相互の技術向上を目

的として、JOSKAS とフランスの French

Arthroscopic Society との間で Traveling

Fellowship を行っております。フェローに

は、受け入れ施設の訪問・見学のほか、マル

セイユ市にて 2017年 12月 6-9日に開催さ

れる SFA 2017 にて発表をしていただきま

す。学会からは海外渡航経費を支給し、フラ

ンスでの旅費・宿泊費は SFAにより提供され

ます。

つきましては、下記の要領で 2017 年度フェ

ローを募集致しますので、奮ってご応募のほど

よろしくお願い致します。

国際委員会 担当理事 井c 栄二

委員長 黒田 良祐

“JOSKAS-SFA Traveling Fellowship”フェロー募集のお知らせ

第9回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会
JOSKAS セミナー・カダバーワークショップ（膝コース・足コース）

会期：2017年 8月 31日（木）∼9月 1日（金）

会場：札幌医科大学（〒 060-8556 札幌市中央区南 1条西 17丁目）

募集期間：2017年 6月 26日（月）∼7月 26日（水）

応募方法：第 9回 JOSKASホームページ上

一般社団法人 日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会
平成 29年度定時社員総会（評議員会）

日時：2017年 6月 21日（水）17：00∼18：00

会場：プレミアホテル─ TSUBAKI─札幌 B1F『カメリアⅢ』

会 告

募集人員：2名

応募資格：JOSKAS正会員

申込時点で 45歳未満

英会話が堪能

渡航援助：1人あたり 40万円

訪問期間：2017年 11月 25日（※現地時間）より、12月 10日

頃帰国（約 15日間）

提出書類：①英文略歴（業績を含む）

②英文推薦状（JOSKAS-SFA Traveling Fellow-

ship Committee宛）

③誓約書

④ SFA 2017 abstract

（選考通過者のみ。6月 23日（金）まで）

応募締切：2017年 5月 31日（水） ※必着

提出／問合せ先：

一般社団法人 日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会事務局

〒 102-8481 東京都千代田区麹町 5-1 弘済会館ビル （株）コングレ内

TEL：03-3263-5394／FAX：03-5216-5552／E-mail：info@joskas.jp
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